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人
口
減
少
・
高
齢
化
、
過
疎
化
で
、
と
り

わ
け
地
方
部
に
お
い
て
は
、
地
域
の
労
働
力

の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
健
康
維
持
は
、
地
域
経
済
活
力
に
直
結
す

る
問
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
認
識
か
ら
、
昨
年
度
、「
家

庭
医
」
を
核
と
し
た
地
域
住
民
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
る
北
海
道
寿
都
町
を
モ
デ
ル
に
、

地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、「
少
子
高
齢
化
時
代
の

地
域
経
済
の
活
力
維
持
方
策
に
関
す
る
調

査
」（
北
海
道
経
済
産
業
局
委
託
）
を
実
施

し
た
。
本
文
は
そ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
総
合
的
な
診
療
能
力

の
あ
る
医
師
を
増
や
す
た
め
、
新
た
な
診
療

科
と
し
て
「
総
合
科
」
を
創
設
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
る
が
、
寿
都
町
の
事
例
は
、

今
後
「
総
合
医
」
な
ど
と
連
携
し
た
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
自
治
体
等
に
お
い
て
参
考
事

例
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

北
海
道
寿
都
町
は
、
日
本
海
沿
い
に
位
置

す
る
人
口
三
七
四
四
人
（
○
五
年
）
の
漁
村

で
あ
り
、
人
口
減
少
率
、
高
齢
化
率
は
と
も

に
北
海
道
、
後
志
支
庁
よ
り
も
高
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
産
業
別
就
業
者
数
の
構
成
比
は
、

水
産
加
工
業
を
中
心
と
す
る
「
製
造
業
」
の

ウ
ェ
イ
ト
が
最
も
高
く
、
就
業
者
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
は
、
北
海
道
、
札
幌
市
に
比

べ
て
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
指
標

に
つ
い
て
は
、
基
本
健
康
診
査
受
診
率
（
○

四
年
度
）
は
二
三
・
三
％
で
北
海
道
、
後
志

支
庁
よ
り
も
低
い
水
準
で
あ
り
、
ひ
と
り
あ

た
り
医
療
費
も
北
海
道
で
二
二
番
目
に
高
く
、

統
計
デ
ー
タ
を
み
る
限
り
、
町
の
地
域
住
民

の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
効
果
は
、

十
分
に
上
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

町
立
寿
都
診
療
所
が
も
た
ら
し
た

も
の

　

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
行
政
（
保
健

師
等
）
の
み
が
担
う
の
に
は
限
界
が
あ
り
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
参
画
、
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　

寿
都
町
に
お
け
る
医
療
の
中
核
と
な
る
の

が
、
寿
都
町
立
寿
都
診
療
所
（
中
川
貴
史
所

長
）
で
あ
り
、
○
五
年
四
月
に
道
立
寿
都
病

院
の
移
管
を
町
が
受
け
て
開
設
さ
れ
た
。

　

地
方
部
で
は
全
国
的
に
医
師
不
足
が
課
題

と
な
る
中
で
、
寿
都
町
は
、「
家
庭
医
」（
後

述
）
の
人
材
育
成
を
行
う
医
療
法
人
社
団
カ

レ
ス
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
北
海
道
家
庭
医
療
学

セ
ン
タ
ー
と
業
務
提
携
を
行
い
、
同
セ
ン
タ

ー
か
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ
れ
る
か
た

ち
で
、
常
勤
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
を
実

現
し
て
い
る
。

　

同
診
療
所
の
大
き
な
特
徴
は「
家
庭
医
療
」

の
提
供
で
あ
り
、
家
庭
医
療
と
は
、「
患
者

に
と
っ
て
時
間
的
、
物
理
的
、
心
理
的
に
身

近
な
存
在
で
あ
り
、
患
者
自
身
の
家
族
の
問

題
、
地
域
の
問
題
な
ど
を
含
め
た
様
々
な
背

景
を
考
慮
し
な
が
ら
、
身
体
的
問
題
に
対
処

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
心
理
的
問
題

に
対
し
て
も
対
処
す
る
能
力
を
持
っ
た
医
師

（
家
庭
医
）
が
行
う
医
療
」
で
あ
り
、
家
庭

医
は
「
日
常
で
よ
く
あ
る
病
気
に
関
し
て
の

専
門
医
」
と
も
い
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
診
療
の
み
な
ら
ず
健
康
維
持
、
増

進
の
活
動
を
行
う
こ
と
も
役
割
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
、
同
所
長
は
町
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
行
政
の
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、

保
健
師
や
介
護
職
員
等
と
月
一
回
、
町
の
健

康
づ
く
り
会
議
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
独

自
に
健
康
講
座
も
開
催
す
る
な
ど
、
住
民
の

「
家
庭
医
」
を
核
と
し
た
地
域
住
民
の

　

健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
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健
康
づ
く
り
に
向
け
た
中
核
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。

　

同
診
療
所
に
移
管
後
、
そ
れ
ま
で
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
外
来
患
者
数
は
増
加
に
転
じ
、

ま
た
、
赤
字
額
（
純
利
益
損
失
）
に
つ
い
て

は
、
道
立
病
院
時
代
は
毎
年
三
〜
四
億
円
で

あ
っ
た
の
が
、
移
管
後
は
約
一
億
七
○
○
○

万
円
に
圧
縮
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、

「
町
立
診
療
所
」を
利
用
し
て
い
る
人
は
、「
気

軽
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
安
心
感
が

得
ら
れ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
割
合
が
他
の

医
療
機
関
利
用
者
よ
り
も
特
に
高
く
な
っ
て

お
り
、
以
前
は
多
少
健
康
に
不
安
を
感
じ
て

も
、
症
状
が
悪
く
な
る
ま
で
は
、
相
談
し
づ

ら
か
っ
た
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
道
立
病
院
時
代
か
ら
継
続
し
て
同

診
療
所
を
利
用
し
て
い
る
住
民
の
七
割
近
く

が
、
以
前
と
比
べ
て
「
良
く
な
っ
た
」
と
し

て
お
り
、
特
に
「
患
者
に
対
す
る
医
師
の
対

応
」
や
「
診
療
所
全
体
の
雰
囲
気
」
を
評
価

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
医
師
が
実
施
し
た
地
区
で
の
基

本
健
康
診
査
の
受
診
率
が
保
健
師
を
中
心
に

実
施
し
て
い
た
以
前
と
比
べ
て
高
く
、
住
民

に
対
す
る
医
師
へ
の
信
頼
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

「
家
庭
医
」
を
核
と
し
た
住
民
の

健
康
づ
く
り

　

住
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
生
活
習
慣
の
改
善
行
動
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
保
健
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
医
師
、

保
健
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
等
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
関
係
者
が
、
一
体
と
な
っ
て
地
域
住
民
の

健
康
づ
く
り
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

寿
都
町
で
は
、
多
様
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
係

者
が
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
方
策

の
検
討
を
行
う
た
め
「
健
康
づ
く
り
会
議
」

が
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
互
い
が
自
由

に
意
見
交
換
で
き
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
日
常
業
務
か
ら

関
係
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
体
制
が
整
備
さ
れ
た
段
階
で
、

町
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
方
策
を
検
討
す

る
場
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
、
健
康
づ
く

り
に
係
る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
オ
ー
ソ
ラ
イ

ズ
す
る
組
織
（
協
議
会
な
ど
）
と
、
個
別
・

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
専
門
部

会
等
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
適
材
適
所
に
ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
係
者
さ
ら
に
検
討
内
容
に
よ
っ

て
は
、
教
育
関
係
者
、
職
域
関
係
者
、
地
域

住
民
等
が
参
画
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
目
標

や
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関

係
者
、
さ
ら
に
は
地
域
住
民
が
共
有
化
し
、

共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
目
標
設
定
（
健
康
二
一
計
画

の
策
定
な
ど
：
寿
都
町
で
は
未
策
定
）
が
求

め
ら
れ
る
。

　

そ
の
目
標
設
定
は
、
地
域
住
民
に
「
広
く
、

あ
ま
ね
く
」
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
い

う
視
点
に
加
え
、
今
後
は
、
以
下
に
示
す
よ

う
に
重
点
を
設
定
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
保
健
師
が
中
心
と
な
り
住

民
を
対
象
に
幅
広
く
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
た
が
、「
医
療
費
削
減
」
あ
る
い
は
「
検

査
値
の
改
善
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
を

生
み
出
す
た
め
に
は
、
健
診
デ
ー
タ
や
レ
セ

プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
、
国
保
担
当

者
、
保
健
師
な
ど
の
連
携
の
も
と
で
、「
高

額
医
療
や
生
活
習
慣
病
へ
移
行
す
る
可
能
性

の
あ
る
者
」、「
生
活
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
意
欲
が
あ
る
者
」
な
ど
重
点
層
を
設
定
す

る
な
ど
対
象
者
を
明
確
に
し
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
重
点
的
に
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

健
診
受
診
率
の
向
上
に
向
け
て
、
寿
都
町

で
は
、
こ
れ
ま
で
、「
町
民
」
全
般
を
対
象

に
受
診
勧
奨
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て

き
た
が
、
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
ア

プ
ロ
ー
チ
し
な
か
っ
た
「
職
域
」
に
対
し
て

も
、
健
診
受
診
率
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、
従
業
員
の
健

康
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
企
業
経
営
者

や
商
工
会
、
漁
協
等
な
ど
の
幹
部
を
対
象
に

健
康
づ
く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発
し
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
従
業
員
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
た
り
、
事
業
所
に

出
向
い
て
健
康
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

保
健
師
や
医
師
な
ど
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
係
者

に
よ
る
取
り
組
み
だ
け
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
的

に
限
界
が
あ
り
、
町
民
の
中
で
自
ら
健
康
づ

く
り
を
実
践
し
、
そ
の
重
要
性
を
周
囲
に
広

め
て
い
く
人
材
（「
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」

（
仮
称
））
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の

取
り
組
み
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
、

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
や
活
動
内

容
・
運
営
方
法
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供

を
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
係
者
が
積
極
的
に
行
う

こ
と
で
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
健
康

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く
視
点
が
求
め
ら

れ
る
。

　

寿
都
診
療
所
の
取
り
組
み
が
、
家
庭
医
療

を
実
践
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

町
立
診
療
所
に
関
す
る
情
報
が
発
信
さ
れ
、

町
民
に
対
す
る
町
立
診
療
所
あ
る
い
は
家
庭

医
療
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
る
契
機
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
他
町
村
か
ら
の
視
察
が
増
え
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
係
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
効
果
を
継
続
的
に
生
む
た
め
に

は
、
健
康
づ
く
り
方
策
に
つ
い
て
検
討
に
向

け
、
他
の
自
治
体
等
の
先
進
的
な
取
り
組
み

に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
収
集
・
活
用
す

る
と
と
も
に
、
町
や
診
療
所
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
町
内
外
に
積
極
的
に
情
報
発

信
す
る
ス
タ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

　

気軽に相談してもらえることで
安心感が得られるようになった

病気や予防に関する知識
が得られるようになった

生活習慣の改善に向け
取り組むようになった

健康診断などを積極的
に受けるようになった

その他

特に変化はない

町立診療所
町立診療所以外の町内の診療所
町外の病院
町外の診療所（クリニック）
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